ヘレン・シャルフベック　－魂のまなざし
東京藝術大学大学美術館（上野）　2015.06.02〜07.26
宮城県美術館　2015.08.06〜10.12　他に広島・葉山を巡回
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　「シャルフベック」（1862〜1946）はフィンランドの国民的画家で、2012年に生誕150周年を記念する大回顧展が母国で開催され成功裏を収めるなど、近年は世界的に注目されており、本邦では初めての大規模な展覧会の開催である。
≪快復期≫　1888年油彩・カンヴァス
　　　　　　　　　　　　ポスターの絵画
　　フィンランド国立アテネウム美術館蔵
画伯は、日本での知名度は低いが、北欧を中心としたヨーロッパ諸国ではその名を知らない人は存在しないほど著名な画家で、女性と子供などの一人または二人の人物や室内風景画に力を注いで似たような主題を描き続けた。
　作品のタイプは、初期の可愛らしい子どもや色調で描かれたフィンランドの国宝級の≪快復期≫から、晩年には鏡の中の自分を残酷なまで冷徹に見つめた≪自画像、光と影≫（下部左側）のように時代とともにかなり変遷している。
　他に、ファッション誌から出てきたような≪諸島から来た女性≫（下部中央）、≪黒い背景の自画像≫（下部右側）、「セザンヌ」の影響がある≪赤いリンゴ≫、「ホイッスラー」の影響を受けた≪働く女性≫、愛らしい≪母と子≫、リアリスティックな描写の≪少女の頭部≫などの初期〜晩年の作品が展示されている。
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